
















要約 

昨年度までに報告したように,施設設備面においても感染予防に十二分に配慮された,われ

われのNICUで基本となる大型医療機器の保育器を原則として1回/Wホルマリン消毒し,手

洗い,その他,感染予防に十分注意して管理した超・極小未熟児の人工換気中の感染症の発

症を検討した。その結果は,7 日以上人工換気を行った超・極小未熟児 159 例中,敗血症 2

例.壊死性腸炎 1例,末梢血管炎 1例,感染症に引き続く新生児皮膚硬化症 1例,胎便吸引症

候群1例,CRPが(3+)以上を示し,Respiratory Infectionと臨床診断した例が45例,感染巣

を明らかにし得えなかったがCRP(2+)例 8 例,同様な CRP(1+)例が 28 例であった。人工換気

の全期間中,CRP(一)であった例は,72 例であった。この成績は,おそらく,わが国の多くの

NICU の中でも,感染症の発症頻度は低値であったものと思われる。以上の成績から NICU の

施設設備における感染予防対策の重要性,大型医療機器である保育器のホルマリン消毒の

必要性,さらには感染予防に対して手洗いを中心とする予防対策の徹底等々,感染症の予防

対策の重要性を強調したい。 


